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委 

 

 

員 

氏  名 所 属 等 備 考 

林 紀代志 就労関係者（株式会社クロス・サービス）  

川端 智子 福祉関係者（愛媛県視聴覚福祉センター） リモート参加 

立入  哉 教育関係者（愛媛大学教育学部）  

寺岡 正人 医療関係者（愛媛大学医学部） リモート参加 

久保 浩康 地域有識者（馬木町内副会長）  

芳之内えみ 教育関係者、地域有識者（和気幼稚園）  

門田 佳代 教育関係者、地域有識者（和気小学校）  

横道 佐智子 保護者代表（PTA会長）  

上田 晴美 保護者代表（PTA副会長）  

芝野 優香 保護者代表（PTA副会長） 欠席 

 

評価・提言等 提言等に対する改善方策等 

１ 学習指導・言語指導について 

 コロナ禍により、例年になかった制限

が生じたが、形を工夫して教育活動が実

施できていた。手話パフォーマンス甲子

園での入賞など、課外活動が充実してい

た。 

 

２ 特別支援教育体制について 

 幼児児童生徒数が減少しているが、コ

ロナ禍により、サマースクールや公開講

座が中止となり、学校の情報発信が十分

に行えなかった。これに代わる方策が必

要である。 

 

３ 生徒指導について 

 防災訓練については、子どもたちが普

段過ごしている場所での煙体験など、実

際に即した体験ができていた。 

 対話を取り入れた授業の工夫や、今年度急速に

進んだＩＣＴの活用などにより授業改善を進め

る。また、今年度中止や縮小が余儀なくされた他

校との交流及び共同学習等も感染防止対策を行

ったうえで行い、集団で学びあう場の確保を心掛

けたい。 

 

 動画やＳＮＳ等での情報発信を検討する。幼児

児童生徒を増やす取組は大事であるが、障がい児

が地域の学校へ通う流れもある。聴覚障がい児教

育に関するセンター的機能を持つ本校の存在意

義を再認識し、聴覚障がい児にとってのホームで

あり続けるために、専門性と人間力をより高めて

いきたい。 

停電で放送が使えない想定など、実際の学校生

活に合った訓練を行っている。今後もみなら特別

支援学校松山城北分校と情報を共有し、連携しな

がら行っていく。 

 


